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令和 3年６月５日（土）に開催されました第５０回定期大会において、昨年度に引き続き

会長を務めさせていただくこととなりました。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本年度の定期大会は、オンラインと書面決済

を併用して行いました。土佐研としては初のオンライン会議でしたが、無事大会を成立させ

ることができました。 

高知県全域の小中学校教員が集う土佐研にとって、オンラインを活用することは会の存続

と充実に欠かせないと考えております。これからの時代に対応できるよう、順次環境を整え

ていくことを計画しています。 

また、今年は土佐研創立 50 周年という記念すべき節目の年です。「土佐教育研究会 第

12回土佐教育研究大会・土佐教育研究会創立 50周年記念講演会」を 8月 16日高知会館に

て開催するよう計画しています。本来なら、諸先輩方や関係機関の方々にご臨席賜り、盛大

な式典を開催したいところですが、コロナ禍の中皆様の安全と安心を考え、最大限できる範

囲での研究大会のみとしました。ただ、状況によっては研究大会もオンラインや紙面での開

催となることも考えられます。柔軟に対応していきたいと思いますので、ご理解ご協力のほ

どお願いいたします。 

 さて学校現場でも、今だ収束しない新型コロナ感染状況に対する対応が続いています。昨

年度はいくつもの研究発表会が中止や延期を余儀なくされました。しかし、どのような状況

であっても、未来を生きる子どもたちを育む本会の共通テーマ「主体的・創造的な教育を求

めて」のもと積み重ねられてきた実践研究の価値が変わるわけではありません。むしろ、感

染状況が収束した時に、コロナ禍であっても積み上げてきた教育実践の価値が問われるよう

に思います。 

50 年の節目に新たな土佐研の在り方を会員の皆様とともに歩みながら、高知の教育を現

場から支える「土佐研」の充実と進歩に寄与していきたいと考えております。 

１年間どうかよろしくお願いいたします。 

 

                     



令和 2年度 活動経過報告
土佐教育研究会は 1972年 の発足以来,21世紀に生きる子どもたちの成長と幸福を願 うことを基本
方針に,高知県レベルで唯―の民間教育団体として主体的・創造的な教育の推進を図つてきている。また,

5支部 。19専門部会が相互に連携をとり,さ らなる組織の活性化をめざして、県や中四国 。全国レベル
の研究会や研究大会の開催を担つている。上佐研は、世代交代が進む中で、若手教員が継続的に自己研鑽

できる研究の場である。令和 2年度は、コロナ禍において思うような活動はできなかったが、支部、専門
部ごとに様々な工夫を行いながら研究を進めてきた。

■  奄汁フ電義彗睡勇
昨年度は、コロナ感染防止対策の見地から多くの研究大会が中止となった。その中でも、国語教育研究

大会 (10月 、伊野町枝川小学校)、 算数・数学教育研究大会 (10月 高岡第一小学校)、 道徳教育研究大会
(10月 、岡豊小学校 。一宮中学校)、 小規模・複式校研究大会 (12月 、浦戸小学校)を開催し、提案授
業や研究発表を基にした研究協議、講師による講演等を通して、新学習指導要領の実施を踏まえた授業改

善へと一歩前進することができた。

また、研究大会は中止となったが、それに向けての授業研究、紀要の作成が行われた専門部会、オンラ

イン研修を実施した専門部会もあり、困難な中でも実践研究が行われてきたことは、今後の研究推進の在

り方を示すものになったと考える。
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現在の会員数は1047名 (令和 3年 3月 31日 現在)であり、前年度より123名減となった。昨年
度、これまで連絡がつかないまま会員として登録されていた退職教員の数を精査したことによって会員数

が減ったこと。さらに、県内の学校で統廃合が進む中、教員数そのものが減少していることも原因として

考えられる。

しかし、学校や地域によつては、会員数が増えている。多忙な学校現場ではあるが、自分自身の課題意識

に基づいた自主的な研修あ重要性や高知県の教科等の研究を支えている土佐研の研究実績を広く広報する

とともに、今後もオンライン研修の実施等、時代に合った研究団体となるよう柔軟な組織改善を図つていく

ことで組織拡大に努める。
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会報 「土佐」陀 147・ 148をホームページに掲載した。また、研究会等で土佐研加入の案内を行っ
た。今後も、カロ入案内や会報、ホームページ等において、県下の教職員に広くアピールしていく。

1

4 長 ナリ泉 c)石在 す

本年度の補助金については,高知県から昨年度と同額の 100万円の交付があった。また,教育公務員弘
済会から助成金 23万円,さ らに文教協会から寄付金 4万円をいただいている。現在も財源的に大変厳 しい
状況である。自主的な財源の確保に努めたい。

5組 織 内 の 協 調 と 関 係 諸 団 体 と の 連 携

本年度から、本会の研究大会及び研修会に高知県教育センターの後援を得、教育センターからの申し込み

が可能となったことから、実施研究会の参加者数に増加傾向がみられた。今後も,本会の取り組みの充実を

図るために、高知県教育委員会をはじめ関係諸団体と連携した取り組みをとっていきたい。



令 和 2年 度 事 業 実 績 報 告
事  業  名 実施時期 場  所 講師職氏名 参力1人数

国

語

第61回高知県国語教育研究大会 令和 2年 10月 30日 いの町立桂りll小学校 白石範孝 (明星大学教授 )

製

写

高知 県書写教育研究将業 中止

社

第53回全国中学校社会科教育研究大会高知大会

算・

菖匈 l_B竺数・新登裁 杏評 牢 十全 令禾E12年 10月 30日
小学校 (高岡第一小 )
中 蛍 締 了+槍 宙 由 ヽ 服蔀林 一 良K(高知 大学 ヽ

F楽

筑 46同嵩知 県書率毅 杏研 空各 書 奏研 修会 令禾口3年 3月 27日 一 宙 中学 朴 可合紳和 (文部科学省教科調杏官 )

造

形

第55回美術教育総合展 中止

小 家

家庭科教材レシピ集(冊子)の作成・製本 今和2年庁

保 体

第61回高知県小学校体育連盟夏季共励会 令不口2年8月 6日 +津 /1、単 檸

安江美保
(ノートルダム清心女子大学准教
授)

第34回高知県小学校体育研究大会 令和 2年 12月 1日 南国市立十市小学校
宇賀孝司
(南国市ヤ日董小学絡教頭)

クト 臓

嵩 tEl県革 語新 書研 牢 ★全 中 止

道 待

第54回高知県道徳教育研突大会 イ)禾E124F10月 30日
岡豊小学校
一 壼 中蛍 絡

七 条正興 (高松 大学教 授 )
飯塚 番 彦 け 蔀 斜聡 裁 斜 調 杏官 ヽ 250

特 活

特 男ll活動 希 望 の 会 オ ンラインミー ティングrrOrr四 国

`700m)
冷ド牙萄2奪=10月 25日 乙oom会議

杉田洋 (國學院大学教授 )
安部恭子(文部科学省教科調査
年
=)

霧館「学校 図書館担 当になつて～基礎編～」
(掟顕 )の ITr子作成 令和2年度

′
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模
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高知 県 /1、 擦種 。梅 式勤 書藤 奪大会 令和2年 12月 2日 演戸 /障朴 早永かな子 (高知大学 )



令和 3年度 活動方針

共通テーを 「主 体 的 ・ 倉J造的 な i教育 を求 め て 」

■ 海争重勇ノデ金十
日本国憲法と教育基本法の精神.に立脚し,民間教育団体として,研究の自由を堅持し,教員

の資質・

指導力の向上を図り,本県教育課翠の解決に寄与する。1

(1)子 どもたちの成長と幸福を希求し,主体的・創造的な教育を目指した研究を推進する。

(2)専門部会の全県的な組織拡充並びに支部組織の確立を図り,自 主的
・計画的な研究活動を進ゅる。

2・ 重 点 目 標
.(1)現
場教員の頗いをかなえる研究組織の確立を図るよ  、

(2)全県を網羅する研究組織の拡大を図る。                      1
(3)児童・生徒あ確かな学力定着のために研究活動の充実を図う。   :

(4)新学習指導要領の趣旨に則つた取り組みを準める。  |           :

:3 夢毒登装イヽ (Э ノデ策     :

(1)各部会あ特性を生かした創造的
。
申主的な研究活動を推進する。                ,

I(2)各支部単位あ研究体tll権立に努める。昨年度から、各支部め耕究大会を輸春で県大会
とかねて実

施しそいる。本年度は東部支部の緋究大会が県大会を兼ねる。               |

(3)各支部や専門部会,研究活動を交流し合うとともに,全国的な動向を研修する機会
を譲ける。

(4)蔀会の由催を全県的に行い:地域噂根:ざした研究の充実を歯るとともに、若手教員の育
成に努め

る。そあために:高知寡教育委員会をはじめとする関係機関との連携に努める。

(5)ホニムペTジ等による効果的な方準で、本大会の取組や、研究成果を発信するL

(6)未会あ趣旨に養同する者め加入を積極的に図るとともに,研究の拡充により教員の資質
・指導力

~  の向上に努める。           
｀

0 本年度の会員数日標を1,100名以上と:し,各部会及び支部J個々の会黒等が含員拡本に努め仇

`新規採用教員をはじめとする若年会員め獲得

ご研究大会,研修会での専門部役員による勧誘

`職場での会員による未加入者への勧誘

② 関連自体へあ組織的な働きかけの継続

・ 土佐研ホームページによる啓発(http1//瓢聯=k6Chinet・ ed.jpイ
toSa― k/)

`校長会,教頭会等で管理職への勧誘

・ 県教委,地教委等と連携しての勧誘

(7)会員増による会費収入の増額に努めるとともに、関係機関から
の補助金及び研究助成金の交付を

働きかける。
4



令 和 3年 度 事 業 計 画 書
補助事業者名 士佐教育研究総

事 業  名 実施時期 場  所 講師職氏名

第52回夏IJl国語 教 育 学習会 春 lm 2‐クロ,■ ● .,7日 菖短 金 鯨

魏躊顧離霧麟ゴ
絨御

今和 3年11月 19日 高知市立旭東小学校 宮西達也氏 (作曲家 )

第23回四国書写教育研究大会
第61回高知県書写教育研究大会

令和3年 11月
高知市立大れ小学校

(予定)
80

窒 1繭 絆 全 毯 シ ヽ十 一 会,hn生 7日
"日

由輩 薔 1壼【
`鼻
稲 田大学 後会料学学術時 維梓ヽ

100

鎮43同 pll囲絆 会 料 教 育 秤 空 ☆ 全 高 熱 大 会 令莉 3年 lo月 15日 高熟 市立昭 和 小学校 メ、激 夕 押 饉
`嶺
t lr摯略電

"、

学お 霧 ヽ
100

意 4n量許 全 慰 針 ξ 評 空 十 全 r市登 締 、 輸 R在11月 19日

令和3年度高知県算数数学教育研究大会 令和件 1月 香南市立香我美小学校
香南市立香我美中学校

160

4、中学結揮 科 鷹撒 学習会 令莉 1年8月
2Kl

令施 R年 7月 高砲 りt=a樹守轟′卜雪,中F

4、学校 百節 学習会 今lbR臨 ロ

申学 檸 百 期 単 習 全 会ヨね31F8月 オーテピア

誇68回高知 県輝科 研究大会 高知 大会 (小学校 〕 令和 3年 11月 嵩蜘 市 十 嵩 須 ′卜学綺
411

宅68日高知 県理 科群 空大会高知 大答 中学校 〕 奈獅 R在 11日 オーテピア

令和 ■年 秋 高知 大学 III晟 J、学校

令莉鮮自 1■ 2A El

筆 60回宮 旬 県 浩形 新 書 研 窃 士 全 今ヨb3年12月

令II13年8月

令チhRttR FI 意菊 士単 計 風メ、学織

存4の 力あの蒙 庭鰯 室 令和 3年7月 ～ 8月 高知 大 学 附 属小学校
20

睡 夕 .m,‐ ●IIぼ 量 編 .鬱 蔵 疵 言 鶴 露 稼 全 合釉 3魯球 月

「鼻 71、かい |スアイテ'ア′ヾッ″'コンシ″―ル僣
=萄
鳳■L全 合和 R年 lo日

全国 中学 牛御 糧 、のづてり絡書フェア2021県予凛 令莉 3年 11月

令茄 食年 11月

茶新 Aこ 11日

金Fl13年12月

彗A,日高 菊 腱メ、厳 滞 伏 書 速 襲 百 塞 選 励全 令う砲R■ヨR員 ■ 車 .宙国 せ 藪

鼈‐同由.m隔 ′ヽ坐絡株さ蒋客キ全 会 1綺食生 lo日 ,o日 ■最 ■、堂 烙 虚開+4“ 庄イバラリンヒЪクメタ・リスI・ l 500

質Ю F●l富缶 量 蛍 II●依 書 保 鮭 群 空 士 全 令莉 34Ell月 を業す魏

`国
需
恵蔀 晨 菫 講 裁 警 群 空 十 金 会翼bR奪

=1,日
恵巧由臓ヨ鮨書ヤンター Kttn r■ lirrhlov lt

喜畑 興中学綱繭輔需事詩 李■■盗 11日 蔵 価 iユ新 斉 17・/4-`沖‐藤 十 全 ヽ

第27同四国小・中学校道徳教育研究大会 (高知大会)

第55日高知県道徳教育研究大会
令和3年 11月 1日・2日

南国市サダンシテ4-おり

南国市立岡豊小・北陵中

飯塚秀彦氏(文部科学省調査官)

七條正典氏(高松大学教授)
250

令知 R笙 11月

コ書 黎
菫知 県学校 図書備 毅 書群空 大会 高知 大会 輛 仁 11日

Я聴鶴
葱基 鼻 書1群修 全 令和 R年8月 葛範市

会漁 R生 lo■ 中 ;II一 申 【
100

蜜55同恵銅 県准 感精 遊秤 空 大会 令細 年 11月

卜規 涎
憂 デ
喜衝 鷹 メ、欄 造・塩 ■ 新 書 百 基 評 修 全 令洵3年8Л

意 輸 直 J、畑 結 .燿オ 難 苔 評 牢 十 会 李ヨ請A在
=1,日

境

育 ■スー・ レ=各 :li,議醸 令和 3年 10月 23日 牧野楠 物 朦

事業内容 本会は職能団体であつて、教育に関する研究会・講演の開催、研究・調査・成果の刊行及び会報の発行(ホー肝ル
・掲載)等を行つている。













令 和 3年 度 収 支 予 算

科   目 前年度予算額 前年 度決 算額 本年度予算額 増 減 備  考

費
2.000.000 1776000 2.000000 0 2000円 × 1000人

県 補 助 金
1 000000 1 000000 1.000.000 0 高知 県教育秀 員会

雑 収 入
0 碩金利 息

繰 越 金
8452 8、 45[ 42027 133575

研 究 助 成 金
270、 000 27000C 270000 0

日本教育公務員弘済会高知支部

合  計
3,7850; 30544馬 F 3.412.077 133.575

千斗  目 前年度予算額 前年度決算額 本年度予算額 増 減 備  考

助
象
業

補
対
事

部 会 配 分 金
1.045,00C 1.052.73C 900_00C /へ、   14500C 9部今

`5o ooo円

× 18)

中国。四国
全国大会 200.00C 50.00C 30000C 10000C

」 計
1 24500C 10,7Rf 1.200.00C △    4500C

補

助

対

象

外

事

業

本
部

・
支
部

支 部 費
250_00C 16720C 20000f ′、    5000f 5支部(40000円 X5支部 )

研 究 大 会 補 助 費
100.00C 0 200_00C 100000

第12回研究大会 (中部支部)
十佐 新 吉 研 響 全 5o日 仁 _■ 今 議 浩

小 計
350.000 167、 200 400.00C 50000

そ

の

他

の

事

業

費

謝 金
0 ま却大会計師謝冷

旅 費
150、 00( 9月 5()0 100000 △    50.00( 市期大会 ,本累役 昌会 lllj

借 損 お|
0 計朝 ☆ 全 会 場 帝

消 lt品 費
100( 1 00(

議 費
1.00C 1 00(

通 信 運 搬 費 3000( R4月04 Rス 00「 切手・宅配便代

雑 費
10000f 704f R0000f ,0000f 雪F今本 編 次 手 数 料・予 結 書

l 計
282.00C 138384 437_00f 155_00C

事
務
局
費

任貝 金
1.210.00C 1.210.00C 1_00600C ノ、   20400C 罫落 手当+涌 勤手 当+専落締助手

通 信 運 搬 費
3月 00f 35、87C 100.00C 65_00C 雪言(料今・インターネット

消 耗 費
1500C 104_74フ 10000f 85.00C パソコン代 崚 具類筆

印 刷 製 本 費
10_00C 1000C コ昴」イt

退 職 手 当
50.000 50.000 50000 0 長鍛

=当

振 込 手 数 料 50000 60941 65.000 15.000

雑 薦
31_50, 4254f 44.077 12575 教職 昌名 簿他

小  計
1 401 502 1 50410F 1 375077 ′、    26425

合  計
3.278502 291242F 3_412077 133_57F



令和3年度 (2021)役員名簿

役 員 氏 名 勤務校 役 員 氏 名 勤務校

会 長 藤田 由紀子 浦戸小 組織部長 岡田 定之 初月小

副会長 (高知 ) 官地 秀徳 長浜ガ 冨1部長 (高知 ) 廣瀬 潤 春野西小

〃 (東部 ) 大井 厚志 舟入/J 〃 副部長 (東部 ) 門田 満穂 り:IJヒ /1ヽ

〃 (中部 ) 今城 純子 国府小 〃 副部長 (中部 ) 松崎 加余子 奈路小

〃 (高岡) 西本 文雄 斗賀野月 〃 冨J部長 (高岡) 須内 康雄 大正中

″ (西部 ) 坂本 恭美子 南郷小 〃 副部長 (西部 ) 大橋 更三 大島小

事務局長 山下 美奈子 小高坂月 広報部長 中野 博文 介良小

〃 次長 (高知 ) 松本 真佳 潮江中 〃 副部長 (高知) 吉永 佳代 はりまや橋 /1

″ 次長 (東部 ) 幾井 良仁 田野小 〃 副l部長 (東部 ) 小松 良浩 室戸月

〃 次長 (中部 ) 彼末 健一 大篠だ 〃 副部長 (中部 ) 高橋 励 長岡刀

″ 次長 (高岡) 黒瀬 忠行 黒岩小 〃 副部長 (高岡) 児玉 恵美 浦ノ内月ヽ

〃 次長 (西部 ) 久保田 隆一 中村小 〃 冨1部長 (西部 ) 清家 利華子 平田小

研究部長 藤原 祐三 一官ガ 会計部長 西本 壽香 旭東小

〃 副部長 (高知 ) 篠田 直男 神 田小 〃 冨1部長 (高知 ) 吉井 容子 一ツ橋小

〃 副部長 (東部 ) 浜地 洋一 片地小 〃 冨1部長 (東部 ) 森田 卓志 大官小

″ 副部長 (中部 ) 川端 純子 日章小 〃 副部長 (中部 ) 門田 早智 大篠月

〃 副部長 (高岡) 坂本 益英 興津小 〃 副部長 (高岡) 石川 美香 七里だ

〃 副部長 (西部 ) 池上 みどり 大用小 〃 副部長(亨部) 清家 禾J華子 平田小

事業部長 中川 弘子 潮江南小 会計監事 松下 整 西部中

〃 副部長 (高知 ) 田所 潤子 秦 小 今西 和子 江陽小

〃 副部長 (東部 ) 井手 泉 羽根小

〃 冨1部長 (中部 ) 和田 礼史 北オ菱中

〃 冨1部長 (高岡) 中越 あかね 米奥小

″ 冨1部長 (西部 ) 小野川 聡 大月小



令和3年度 (2021)専門部会役員名簿

部 会 部会長 勤務校 事務局長 勤務校

国 語 豊田 益子 三和ガ 岡林 千裕 附属小

書 写 大谷 俊彦 城東中 須藤 美香 東又ガ

社 会 伊藤 浩昭 吾北小 田村 隆吏 朝倉第二小

算 数 弘田 博一 高岡第一月 井本 啓介 大津ガ

理 科 官地 秀徳 長浜小 前田 悠佑 北稜中

`L・

膨 ぶ 尾中 映里 波介ガ 廣瀬 愛 附属小

音 楽 川添 貴生 池川小 石川 雅啓 葉山中

造 形 小杉 青目司 赤岡ガ 松田 陽一 附属小

小 家 岩本 初美 力日茂 /1 濱岡 かおり 大條ガ

技 家 山田 洋士 朝倉中 馬詰 敦 城東中

保 体 田所 潤子 秦 だ 内田 裕文 野市月

外 国 山中 由香 弔島田/J 福留 雅子 山田月ヽ

道 徳 島内 祥夫 岡豊ガ 和田 礼史 北陵中

特 活 中野 博文 介良ガ 小松 朋子 春野東小

図 書 岡林 宏枝 大津 /」 岡本 tえりか 城東中

視 覚 浜地 洋一 片地月 梶原 和美 佐古ガ

進 路 長岡 誠司 上分小。中 今西 一成 附属中

小・複 黒瀬 忠行 黒岩ガ 黒瀬 忠行 黒岩小

環 境 友村 憲朗 高矢日/」 西村 一輝 横浜新町ガ



土佐教育研究会会則

角訂 ■ 岩≡     お金

第 1条  (名 称)本会は土佐教育研究会 と称する。

貝 rJ

第 2条  (目 的)本会は職能団体であつて,教育に関す る研究を行い,本県教育の振興に
寄与することを目的とする。

, 第 3条  (基本方針 )
1。 日本国憲法 と教育基本法の精神に立脚 し,民 間研究団体 として,研究の自由を
堅持 し,そ の課題 と使命にこたえる。
2,子 どもたちの真の幸福 と成長を希求 し,主体的・創造的な教育を目指 した研究
をすすめる。

3,全 県‐的に全分野の専門部会にわたる組織を拡充 して自主的,民 主的な活動運営
をはかる。

4.本 県の実態の把握に立った実践計画をたて,研究の全域化を行 うとともに全国
組織 との連携を深める。

第 4条  (事務所)本会の事務所を会長の指定する場所に置 く。

第 5条  (事業)本会は第 2条 の目的を達成するために次の事業を行 う。
1,研究会,講演の開催
2.研究,調査 ,成果及び会報の発行

3.会員の福利厚生並びに相互の親和
4.教 育関係機関,団体 との連携
5.そ の他本会の 目的達成に必要な事業

第 6条  (資 格 )
:

本会は義務教育諸学校に勤務す る教職員および保育園,幼稚園関係 ,そ の他本会
の趣 旨に賛同する者をもって組織す る。

第 7条  (支部,専門部会 )
本会は第 5条 の事業を円滑にするため,支部,専 門部会を置 く。
1.支部は,東部,中部,高知,高 岡,西部の 5支部 とする。
2.専 門部会は,国語 ,書写,社会,算数・数学,理科 ,生活科 。総合的な学習 ,
音楽 ,造形,小 学家庭 ,技術・家庭 ,保健体育,外 国語・外国語活動 ,道徳,特別
活動 ,学校図書館 ,視聴覚,進 路指導,小 規模・複式 ,環境教育の 19部会とする
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第 2章     機

第 8条  (決議機関)本会の決議機 関は大会 とす る。

第 9条  (大会 )
大会は最高決議機 関であつて毎年 1回 6月 に開 くことを原則 とし,臨時大会は
代表委員の 3分 の 1以 上の要求があった場合及び本部役員が必要 と認 めた場合 ,

会長がこれ を招集す る。

第 10条  (大 会構成 )
大会は本部役員 (支部長 を含む)お よび各専門部会の代表委員 (部会長 ,副部会
長 ,事 務局長の 3名 )を もつて構成す る。

第 11条  (大会権限)大 会は次の事 を決議す る。
1.会 則の承認又は変更に関す ること
2.予 算の議決 ,決算の承認
3.事 業方針 な らびに事業計画の決定
4.本 部役員の選出
5。 その他必要なこと

第 12条  (会議 )会議は構成員の過半数 (委任状を含む)で 成立 し,多数決 とす る。

第 13条  (役員会)本会に次の役員 を置 く。
①会  長  1名  ②副会長 若干名 ③事務局長  1名  ④会計部長  1名
⑤研究部長  1名  ⑥事業部長  1名  ⑦組織部長  1名  ③広報部長  1名
⑨会計監事  2名

第 14条  (役員の任務 )役員の任務は次の とお りとす る。
1.会 長は本会を代表 し,会務 を総理す る。
2.副 会長 は会長 を補佐 し,会長 に事故あるときド ,そ の職務を代行す る。
3.事 務局長は会長 の下にあつて事務な らびに事業を統轄す る。
4.研 究部長は、研究会の企画な らびに各支部の連絡調整 にあたる。
5.事 業部長は、研修事業の企画な らびに各部の連絡調整 にあたる。
6.組 織部長は、組織の拡充強化 をはかる。
7.広 報部長は、広報活動にあたる。     .
8.会 計部長 は本会の会計を司る。
9.会 計監事は本会の会計監査にあたる。

第 15条  (事務局)本会 に事務局を置 く。細貝1は別 に定める。

第 16条  (役員選出 )

関
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第 17条  (任期 )役員の任嬢は lヵ 年 とし,再任 を妨げない。

第18条  (次長また副部長 )
事務局及び各部 (本部役員)に は,次長または副部長を置 くことができる。
1.次 長または副部長は会長が委嘱する。
2.次長または副部長は所属長 を補佐 し,担 当部局の任務を遂行する。

第 19条  (支部 )各支部に支部長 を置 く。
1.支 部長は各支部 において選出 し,支部運営 をはかる。
2.支 部運営の細員Jは 支部 ごとに定 める。
3.支 部運営は各専門部 と連携 をとる。

第20条  (専 F5部 会)各 専門部会に部会長を置 く。
1.専門部会長は各専門部会において選出し,そ の運営を司る。
2.各専門部会の細則は専門部ごとに定める。
3.各専 F号 部会の運営は各支部 と連携をとる。

第 3章 ⌒

―
計

第 21条  (会費 )
本会の経費は,会費 ,補助金 ,寄付金 ,そ の他の収入 をあてる。
会費は年額 2, 000門 とす る。

第 22条  (会計年度)会 計年度は,毎年 4月 1日 に始ま り翌年 3月 31日 に終わる。

附 貝J
昭和 56年 5月 29日  一部改正
平成  4年 6月 29日  一部改正
平成  5年 6月 21日  一部改正
平成 13年 6月 25日  一部改正
平成 22年 6月 20日  一部改正
令和 元年 6月  8日  一部改正

昭和 47年 ～昭和 49年  会費
昭和 50年 ～昭和 55年  会費
昭和 56年 ～昭和 61年  会費
昭和 62年 ～平成 12年  会費
平成 13年 ～      会費

1,

1,

1,

1,

2,

00

20

50

80

00

0円

0円

0円

0円

0円

年 間会費

2,  0
‖

00円  ‖
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